
令 和 ３ 年 度 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

【全体のポイント】
＜国語、算数・数学＞
■令和２年度は、 があったが、国語の『話すこ
と・聞くこと』＜小学校、中学校＞、算数の『測定、変化と関係』＜小学校＞などで70%以上の正答率を示

すなど、 。（全国平均の正答数の差は１問以下）
■半面、国語の『読むこと』や、算数・数学の『図形』において正答率が低い問題や無解答が多い問題がみ
られたほか、引き続き、 。

■全国（公立）と比べると、小学校の標準偏差（成績上位層と下位層の差）が大きい傾向がみられた。

＜学習状況、学習意欲等＞
■「国語の勉強が好き」「算数（数学）の勉強が好き」の肯定的回答の割合は特に中学校では全国平均より
高く、「計画を立てて勉強している」の肯定的回答の割合や中学校の「学校の授業以外での平日における１

日当たりの学習時間」で１時間以上と回答した割合などは前回調査（令和元年度）と比べて高く、

。また、「授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んだ」などの

回答割合も高く、主体的・協働的で深い学びの実現に向けた 。
■「自分にはよいところがある」や「将来の夢や目標」、「地域や社会をよくするために何をすべきか考え

ることがある」などについて、全国平均と比べて低く、 。

【ペーパーテスト結果のポイント】

■小学校『測定』の「条件に合う時刻を求めることができる」や『データの活用』の「棒グラフから、数量を読み取ること
ができる」や「棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができる」問題の正答率は約90%。

■『図形』の「三角形の面積の求め方について理解している」や「複数の図形を組み合わせた図形の面積について、図形を
構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、面積の求め方と答えを記述できる」問題の正答率は約40%。

■中学校『関数』の「与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる」や「問題場面における考察
の対象を明確に捉えることができる」問題の正答率は80%以上。このほか、『数と式』の「数式と加法と減法の計算がで
きる」問題の正答率（77.5%）は全国平均（公立）（77.1%）を上回った。

■『図形』の「平行四辺形になる条件を用いて、四角形が平行四辺形になることの理由を説明することができる」や「ある
条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見出し、それを数学的に表現することができる」問題の正答率は低かった
（正答率42.0%、25.0%）。

■小学校『話すこと・聞くこと』の「目的や意図に応じ、資料を使って話す」や「目的に応じ、話の内容が明確になるよう
にスピーチの構成を考える」問題、『言葉の特徴や使い方に関する事項」の「文章全体の構成を捉え、資料を使って話
す」問題などの正答率は70%以上。

■『読むこと』の「目的を意識して、中心となる語や文を見付ける」や「目的に応じ、文章と図表とを結びつけて要約す
る」問題などの正答率は30%未満。

■中学校『話すこと・聞くこと』の「話し合いの話題や方向を捉える」や「質問の意図を捉える」問題の正答率は86%以上。
■『読むこと』の「文脈の中における語句の意味を理解する」や「文章に表れているものの考え方を捉え、自分の考えをも
つ」問題の正答率は40%未満。

国語 算数・数学

平均正答数 平均正答率 標準偏差 平均正答数 平均正答率 標準偏差

小学校
守口市 8.1 / 14問 58.8 % 3.2 10.5 / 16問 65.4 % 3.6

全国 9.1 / 14問 64.7 % 3.1 11.2 / 16問 70.2 % 3.5

中学校
守口市 8.5 / 14問 60.7 % 2.8 8.7 / 16問 54.1 % 3.7

全国 9.0 / 14問 64.6 % 2.8 9.1 / 16問 57.2 % 3.7

（横軸：正答数、縦軸：割合）

（例）小学校国語

▽ 第１
四分位

◇ 第２
四分位

△ 第３
四分位

守口市 6.0 問 8.0 問 11.0 問

全国
（公立） 7.0 問 9.0 問 11.0 問

四分位

令和3年5月27日実施。本市の小学校第6学年児童959人、中学校第3学年生徒874人が参加。
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■授業改善の推進
「主体的・対話的で深い学び」の実現。すべての児童生徒にとって「わかる」「できる」授業づくり。
国語：言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質能力の育成
算数・数学：数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質能力の育成

■自学自習力の育成
学びに向かう力の育成に向けた家庭学習の充実。知識・技能の定着、応用力・活用力の育成に向けた指導、
放課後学習等の学習事業の推進。

■ ICTの活用
1人1台タブレット端末、協働学習支援アプリ、学習者用デジタル教科書等の活用

■家庭、地域との連携
■新型コロナウィルス感染症の拡大に備えた学習保障 オンライン授業の実施
■調査結果の詳細な分析 10月中旬を目途に公表予定

など

■「学校に行くのが楽しい」に肯定的な回答をした割合は、小学校82.9%（全国平均83.4%）、中学校81.0 % 
（同81.1%）と高い傾向。

■「国語の勉強が好きだ」に肯定的な回答をした割合は、小学校55.0%（全国平均58.4%）、中学校61.8%（同
60.8%）、「国語の勉強が大切だ」の割合は、小学校88.7%（全国平均93.2%）、中学校90.9%（同91.6%）、
「算数（数学）の勉強が好きだ」に肯定的な回答をした割合は、小学校65.2%（全国平均67.8%）、中学校
62.6%（同59.1%）「算数（数学）の勉強が大切だ」の割合は、小学校91.4%（全国平均93.8%）、中学校
83.0%（同84.1%）と全国平均を上回っている項目もあり、高い傾向。

■「授業でのコンピュータなどICT機器の使用」や「コンピュータなどICT機器を他の友達と意見を交換したり、
調べたりするために使用」に肯定的な回答（週１回以上）をした割合は、小・中学校ともに全国平均を大き
く上回った。

■「授業では、課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる」に肯定的な回答をした割合は、小
学校73.1%（全国平均78.2%）、中学校80.4%（同81.0%）、「自分の考えがうまく伝わるよう、話の組立てな
どを工夫して発表している」に肯定的な回答をした割合は、小学校59.5%（全国平均63.5%）、中学校65.3

（同62.0%）、「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」に肯定的
な回答をした割合は、小学校76.2%（全国平均78.8%）、中学校76.5%（同77.8%）といずれも高く、経年比較
しても上昇傾向。

■「家で自分で計画を立てて勉強している」に肯定的な回答をした割合は、小学校67.4%（全国平均74.0%）、
中学校60.4%（同63.5%）、「学校の授業以外での平日における１日当たりの学習時間」について、小学校で
30分以上、中学校で１時間以上と回答した割合は、小学校78.3%（全国平均87.0%）、中学校68.3%（同
78.9%）といずれも全校平均を下回ったが、経年比較すると上昇傾向。

■「学校以外の授業以外での平日における１日当たりの読書時間」に「10分以上」と回答した割合は、小学
校55.0%（全国平均61.2%）、中学校29.4%（同50.1%）といずれも低く、特に中学校で「全くしない」が
56.7%（全国37.4%）と依然として多い。

■「自分にはよいところがある」に肯定的な回答をした割合は、小学校72.8%（全国平均76.9%）、中学校
63.2%（同76.2%）、また「将来の夢や目標を持っている」に肯定的な回答をした割合は、小学校76.5%（全
国平均80.3%）、中学校61.1%（同68.6%）と全国平均と比べて低く、自己肯定感の育成が課題。

■「今住んでいる地域の行事に参加している」に肯定的な回答をした割合は、小学校52.9%（全国平均58.1%）、
中学校32.1%（同43.7%）、また「地域や社会をよくするために何をすべきか考える」に肯定的な回答をした
割合は、小学校46.6%（全国平均52.4%）、中学校39.7%（同43.8%）と全国平均と比べて低く、地域課題解決
の育成が課題。

【教育委員会の今後の取組み】

【アンケート結果のポイント】
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正答率

守口市 20.3 %

全国（公立） 29.7 %

相
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さ
ん
の
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で
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の
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ま
す
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フ
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ス
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を
選
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ま
し
た
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、相
川
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ん
が
読
ん
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す
。こ
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を
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ん
で
、

あ
と
の
問
い
に
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ま
し
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っ
つ
く
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し
た
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フ
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の
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組
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に
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組
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と
め
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げ
ん
こ
う
用
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下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
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、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

※

◆
の
印
か
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
、
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
趣
旨
】

目
的
を
意
識
し
て
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
見
付
け
て
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
内
容

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等

Ｃ

読
む
こ
と

ウ

目
的
を
意
識
し
て
，
中
心
と
な
る
語
や
文
を
見
付
け
て
要
約
す
る
こ
と
。

（
正
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面
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
し
っ
か
り
と
く
っ
つ
き
か
ん
単
に
は
が
せ
る
こ
と
か
ら
、
物
が

う
か
ぶ
国
際
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
身
の
回
り
の
全
て
の
物
の
固
定
に
使
わ
れ

て
い
る
。

（
７
０
字
）

相川さん

２
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80字

面
フ
ァ
ス
ナ
ー

面
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
、か
さ
や
く
つ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
留
め
具

か
ん
た
ん

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。簡
単
に
く
っ
つ
け
た
り
、は
が
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
、と
て
も
便
利
な
道
具
で
す
。

面
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
、一
九
四
八
年
に
ス
イ
ス
で
起
こ
っ
た
あ
る
で
き

し
ゅ
り
ょ
う

ご
と
が
き
っ
か
け
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。狩
猟
の
た
め
、愛
犬
を
つ
れ
て

山
に
登
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・デ
・メ
ス
ト
ラ
ル
は
、犬
の
毛
に
野
生
の

ゴ
ボ
ウ
の
実
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

け
ん
び
き
ょ
う

不
思
議
に
思
い
、そ
の
実
を
持
ち
帰
っ
て
顕
微
鏡
で
く
わ
し
く
調
べ
て

み
る
と
、ゴ
ボ
ウ
の
実
は
先
の
曲
が
っ
た
か
ぎ
状
の
ト
ゲ
で
お
お
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。そ
の
ト
ゲ
が
犬
の
毛
に
か
ら
み
つ
い
て

い
た
の
で
す
。こ
の
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
メ
ス
ト
ラ
ル
は
研
究
を
重
ね
、

と
く
し
ゅ

数
年
後
、特
殊
な
素
材
を
使
い
、面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

は
ん
ば
い

一
九
六
〇
年
に
、日
本
で
は
じ
め
て
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
製
造
・販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の

よ
さ
や
使
い
道
は
な
か
な
か
世
の
中
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

ざ
せ
き

一
九
六
四
年
十
月
の
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
で
し
た
。新
幹
線
の
座
席
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
カ
バ
ー
（
頭
を

せ
い
そ
う

あ
て
る
布
）
の
留
め
具
と
し
て
、面
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
採
用
さ
れ
た
の
で
す
。新
幹
線
の
清
掃
作
業
の
際
に
は
、

短
時
間
で
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
カ
バ
ー
を
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、一
つ
一
つ
取
り
外
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ホ
ッ
ク
や
ボ
タ
ン
よ
り
留
め
外
し
の
簡
単
な
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
方
が
、留
め
具
と
し
て
適
し
て
い
た
の

そ
ん
ざ
い

で
す
。誰
も
が
注
目
す
る
新
幹
線
に
使
わ
れ
た
こ
と
で
話
題
と
な
り
、そ
の
存
在
が
日
本
中
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し

さ
い
ふ

一
九
八
〇
年
代
に
は
、私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
製
品
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。財
布
や

ま

い
り
ょ
う

か
ば
ん
、か
さ
な
ど
の
家
庭
用
品
を
は
じ
め
、サ
ポ
ー
タ
ー
や
血
圧
計
の
巻
き
付
け
バ
ン
ド
な
ど
の
医
療

じ
ゅ
う
な
ん
せ
い

用
品
に
も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。布
の
よ
う
に
柔
軟
性
が
あ
り
、物
や
体
の
形
に
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
適
し
て
い
た
か
ら
で
す
。中
で
も
大
流
行
し
た
の
が
、面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を

使
っ
た
運
動
ぐ
つ
で
し
た
。ひ
も
ぐ
つ
に
比
べ
、手
間
を
か
け
ず
に
目
的
や
好
み
に
合
わ
せ
て
し
め
ぐ
あ
い
を

調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
さ
が
支
持
さ
れ
た
の
で
す
。同
時
に
、素
材
の
開
発
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
水
に
強
く
熱
に
も
強
い
素
材
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、し
っ
か
り
と
く
っ
つ
き
簡
単
に
は
が
す
こ
と
が
で
き
る
面
フ
ァ
ス

ナ
ー
は
、宇
宙
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。地
球
の
ま
わ
り
を
回
る
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
は
無
重
力
状
態
の
た
め
、物
が
う
か
び
ま
す
。

か
つ
や
く

そ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
で
す
。国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

て
ん
じ
ょ
う

内
の
か
べ
や
天
井
に
は
、あ
ら
ゆ
る
場
所
に
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。ペ
ン
や
ス
プ
ー
ン
、カ
メ
ラ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
、身
の
回
り
の

全
て
の
物
が
固
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

た
ん
じ
ょ
う

一
人
の
気
づ
き
か
ら
誕
生
し
た
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
、人
び
と
の
要
求
に

応
え
る
形
で
、活
躍
の
場
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。身
近
な
生
活
場
面
だ
け
で

な
く
、宇
宙
空
間
に
ま
で
広
が
り
、さ
ら
な
る
便
利
さ
が
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
資
料
】

面ファスナー

国際宇宙ステーションとその内部



【趣旨】文字を使って数や図形の性質を説明したり，方程式を解いたりする場面において必要となる，次のことがで
きるかどうかをみる。
・数・式などを活用して，数学的に処理すること
・整式の加法と減法の計算をすること

■学習指導要領における領域・内容
〔第２学年〕Ａ数と式
(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式の意味を読み取ったりする能力を養う
とともに，文字を用いた式の四則計算ができるようにする。
ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をすること。 正答率

守口市 77.5 %

全国（公立） 77.1 %

正答 ２x ＋８y

【趣旨】与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読
み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容
〔第１学年〕Ｃ関数
(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの
変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係に
ついての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし表現
し考察する能力を培う。
ウ 座標の意味を理解すること。

正答 C

正答率

守口市 91.7 %

全国（公立） 93.5 %
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